
議会だより 200号5

常
任
委
員
会

◆
予
算
決
算
常
任
委
員
会

◎
出
戸　

清
克 

◯
片
山　

瞬
次
郎

　

他
20
名（
全
議
員
）

◆
総
務
企
画
常
任
委
員
会

議
会
事
務
局
、
総
合
政
策
部
、
市
民
共
創
部
、
消

防
本
部
、
会
計
課
、
公
平
委
員
会
、
選
挙
管
理
委

員
会
、
監
査
委
員
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
、

そ
の
他
他
の
常
任
委
員
会
の
所
管
に
属
さ
な
い
事

項
を
調
査
し
ま
す
。

◎
新
田　

寛
之 
◯
二
木　

攻

　

東　
　

浩
一 

　

南
藤　

陽
一

　

梅
田　

利
和 

　

円
地　

仁
志

　

橋
本　

米
子 

　

灰
田　

昌
典

◆
福
祉
文
教
常
任
委
員
会

予
防
先
進
部
、
教
育
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
事

項
を
調
査
し
ま
す
。

◎
杉
林　

憲
治 

◯
竹
田　

良
平

　

木
下　

裕
介 

　

高
野　

哲
郎

　

片
山　

瞬
次
郎 

　

宮
西　

健
吉

　

表　
　

靖
二

◆
経
済
建
設
常
任
委
員
会

に
ぎ
わ
い
交
流
部
、
産
業
未
来
部
、
都
市
創
造
部
、

上
下
水
道
局
、
農
業
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
事

項
を
調
査
し
ま
す
。

◎
宮
川　

吉
男 

◯
岡
山　

晃
宏

　

吉
田　

寛
治 

　

吉
村　

範
明

　

吉
本　

慎
太
郎 

　

出
戸　

清
克

　

川
崎　

順
次

議
会
運
営
委
員
会

◎
梅
田　

利
和 

◯
吉
本　

慎
太
郎

　

円
地　

仁
志 

　

宮
西　

健
吉

　

表　
　

靖
二 

　

杉
林　

憲
治

　

灰
田　

昌
典

小
松
基
地
・
空
港
対
策
特
別
委
員
会

◎
灰
田　

昌
典 

◯
梅
田　

利
和

　

新
田　

寛
之 

　

吉
本　

慎
太
郎

　

片
山　

瞬
次
郎 

　

二
木　

攻

　

川
崎　

順
次

そ
の
他
委
員
会
な
ど

◆
倫
理
推
進
委
員
会

◎
表　
　

靖
二 

◯
新
田　

寛
之

　

吉
村　

範
明 

　

梅
田　

利
和

　

片
山　

瞬
次
郎 

　

二
木　

攻

　

杉
林　

憲
治

◆
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

◎
東　
　

浩
一 

◯
岡
山　

晃
宏

　

竹
田　

良
平 

　

吉
田　

寛
治

　

吉
村　

範
明 
　

吉
本　

慎
太
郎

◆
意
見
書
等
調
整
会
議

座
長 

梅
田　

利
和 

副
座
長 

吉
本
慎
太
郎

 

竹
田　

良
平 

 
岡
山　

晃
宏

 

南
藤　

陽
一 

 

木
下　

裕
介

 

新
田　

寛
之 

 

吉
村　

範
明

◆
政
務
活
動
費
運
営
協
議
会

会
長 

南
藤　

陽
一 

副
会
長 

吉
本
慎
太
郎

 

竹
田　

良
平 

 

宮
西　

健
吉 

 

橋
本　

米
子

◆
国
際
交
流
推
進
議
員
連
盟
役
員

会
長 

高
野　

哲
郎 

副
会
長 

新
田　

寛
之

理
事 

竹
田　

良
平 

 

岡
山　

晃
宏

 

東　
　

浩
一 

 

木
下　

裕
介

 

梅
田　

利
和 

 

吉
本
慎
太
郎

 

円
地　

仁
志

監
事 

出
戸　

清
克 

 

二
木　

攻

事
務
局
長　

南
藤　

陽
一

◆
北
陸
新
幹
線
建
設
促
進
議
員
連
盟
役
員

会
長 

高
野　

哲
郎 

副
会
長 

宮
川　

吉
男

理
事 

竹
田　

良
平 

 

岡
山　

晃
宏

 

東　
　

浩
一 

 

吉
田　

寛
治

 

吉
村　

範
明 

 

梅
田　

利
和

 

吉
本
慎
太
郎

監
事 

新
田　

寛
之 

 

川
崎　

順
次

事
務
局
長　

南
藤　

陽
一

南
加
賀
広
域
圏
事
務
組
合

　

高
野　

哲
郎 

　

出
戸　

清
克

　

円
地　

仁
志 

　

宮
川　

吉
男

　

川
崎　

順
次 

　

杉
林　

憲
治

　

灰
田　

昌
典

（
◎
は
委
員
長
、
◯
は
副
委
員
長
）

委員会の新構成が決まりました
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会
期
〈
6
月
11
日
～
7
月
7
日
〉

6
月
11
日　

開
会

　
　

市
長
提
出
議
案

　
　
　
　

予
算
案 

5
件

　
　
　
　

条
例
案 

8
件

　
　
　
　

そ
の
他
議
案 

2
件

18
日　

代
表
質
問（
2
人
）

21
日　

一
般
質
問（
9
人
）

22
日　

一
般
質
問（
6
人
）

23
日
┐

　
　

├
各
常
任
委
員
会（
分
科
会
）

24
日
┘

25
日　

特
別
委
員
会

30
日　

予
算
決
算
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　

総
括
質
疑

7
月
5
日　

予
算
決
算
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　

締
め
括
り
総
括
質
疑

　
　

7
日　

閉
会

　
　
　

市
長
提
出
追
加
議
案 

2
件

　
　
　

議
員
提
出
議
案 

2
件

　
　
　
　

※
議
案
等
の
採
決（
Ｐ
23
参
照
）

6月

定例会定例会

条例案等をチェック

　市長から提案のあった条例案やその他の議案に

ついては、各常任委員会で審議されました。

（P20参照）

議員提出議案をチェック

　議員から提出された議案（意見書）については、

可決された意見書を内閣総理大臣をはじめ、関係

機関に送付しました。（議決結果はP23参照）

議案第5号  大和堆周辺水域における漁船の安

全操業の確保及び外国漁船の違法

操業に対する取締りの強化を求め

る意見書

議案第6号  子ども政策の充実を求める意見書

人事案件

　小松市固定資産評価員

　　前
まえかわ

川 久
ひさゆき

幸 氏（佐美町）

の選任に同意しました。

本会議の討論

　委員長報告で修正可決すべきとされた議案第29

号に対して宮西議員より反対討論が、吉本議員よ

り賛成討論がありました。

　橋本議員より議員提出議案第6号及び小松基地・

空港対策特別委員長報告に対し反対討論がありま

した。

第56代

小松市議会副議長
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農業担い手育成費

【補正額】 240万円

【内　容】 新規就農を目指す研

修生を支援するとともに次世

代を担う農業者を育成し、本

市の農業力の向上を図りま

す。

子育て世帯生活支援特別給付金費

【補正額】 9,830万円

【内　容】 新型コロナウイルス

感染症の影響を受けている所

得の低い子育て世帯に給付金

を支給します。

小松屋内水泳プール改修費

【補正額】 2億600万円

【内　容】 設 置から2 5 年 が 経

過し老朽化が進んでいる屋内

プールについて、吊り天井撤去、

空調改修、照明ＬＥＤ化等により、

安心・安全・快適な魅力あるス

ポーツ施設へと改修を行う。

安全・安心な学校づくり費

【補正額】 7,700万円

【内　容】 全小・中学校へ直接

出向いてヒアリングと現地調

査を行い、学校の要望を踏ま

えた上で教育活動の充実や環

境改善を実施する事業です。

プレミアム付商品券発行費

【補正額】 2億6,500万円

【内　容】 地 域 経 済 の 元 気と

活力を創造するため、電子マ

ネーを活用し消費喚起を行う

費用です。プレミアム率は前回

同様100％です。

合葬墓・納骨堂整備費

【補正額】 3億9,100万円

【内　容】 時 代と住 民 ニ ー ズ

に合わせた墓地整備のため小

松市営墓地（向本折町）に合葬

墓、隣接する旧松寿園跡地に

納骨堂を整備する費用です。

サテライトオフィス立地推進費

【補正額】 1,000万円

【内　容】 IT企業の地方進出、

移転等を支援し、定住・移住

の促進及び若者や子育て世代

の多様な働く場を創出します。

粟津駅周辺整備費

【補正額】 2,000万円

【内　容】 東 西 連 絡 通 路と駅

東西広場を整備しもっと便利

な駅を目指します。東西連絡

通路の整備に向けた事前の予

備設計・土質調査等の費用で

す。

予算案をチェック

　市長から提案のあった予算案
については、予算決算常任委員会
で審査されました。（P18参照）
　主な提案内容を紹介します。

令和3年度補正予算

 一般会計　補正額 30億1,740万円

 特別会計　補正額 ▲1億2,800万円

 企業会計　補正額 1億5,800万円

一般会計の累計

489億1,410万円

全会計の累計

1,032億5,110万円
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市政 Ｑ＆Ａ代表質問

◆
学
校
給
食
の
完
全
無
償
化
に
つ
い
て
、

４
億
９
千
万
円
余
り
の
財
源
が
毎
年
度
必
要
と

な
る
。
本
市
の
財
源
は
特
に
公
債
残
高
が
過
大

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
財
源
確
保
は
可
能
か

全
庁
的
な
事
務
事
業
の
見
直
し
や
民
間
活
力
の
積
極

的
な
導
入
等
、
財
源
の
確
保
が
必
要
。
早
期
実
現
に

向
け
、
ま
ず
は
財
源
確
保
に
取
り
組
み
な
が
ら
次
年
度
以
降

の
対
応
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い

て
、
一
般
接
種
の
見
込
み（
64
歳
以
下
）は

一
般
接
種
に
つ
い
て
は
、
国
が
示
す
優
先
接
種
の
対

象
と
な
る
基
礎
疾
患
の
あ
る
方
等
に
は
６
月
25

日
に
、

ま
た
60

～
64

歳
の
方
に
は
６
月
26

日
に
接
種
券
を
発
送
す
る
。

県
に
お
い
て
開
設
さ
れ
る
大
規
模
接
種
会
場
で
あ
る
「
い
し

か
わ
県
民
ワ
ク
チ
ン
接
種
セ
ン
タ
ー
」
は
、
ま
ず
は
19

～
22

歳
の
方
を
対
象
と
し
て
７
月
４
日
か
ら
接
種
開
始
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
。

◆
宮
橋
新
市
長
の
市
政
に
対
す
る
基
本
姿
勢
に
つ

い
て「

市
民
と
共
に
進
め
る
次
世
代
都
市
こ
ま
つ
」
の
実

現
の
た
め
、
次
の
３
つ
を
重
点
方
針
と
し
て
示
し
た

い
。
①
「
対
話
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
市
政
を
担
う
行

動
指
針
。
現
場
に
出
向
き
、
多
く
の
方
の
声
を
聞
き
な
が
ら

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。
②
「
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
へ
の
積

極
的
な
挑
戦
」
市
政
運
営
に
対
す
る
覚
悟
を
示
す
。
未
来
技

術
等
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
小

松
の
成
長
と
人
々
の
幸
せ
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
。
③
「
好
循
環
を

つ
く
り
出
す
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
」
ま
ち
づ
く
り
に
対

す
る
ポ
リ
シ
ー
。
新
幹
線
や
空
港
の
立
地
を
生
か
し
、
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
を
進
め
て
い
く
。
新
し
い
小
松
を
つ
く
る
55

の

具
体
策
の
実
現
に
向
け
、
市
政
の
か
じ
取
り
を
担
わ
せ
て
い

た
だ
く
。

◆
未
来
型
図
書
館
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
場
所
・

規
模
・
機
能
等
、
課
題
も
多
々
あ
る
。
財
源
的

に
ハ
ー
ド
ル
は
高
く
な
い
と
思
う
が
、
ど
う
取

り
組
ん
で
い
く
の
か

今
回
、
未
来
型
図
書
館
調
査
費
１
０
０
万
円
を
議
会

に
提
案
し
た
。
広
く
意
見
、
市
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
す

る
た
め
、
意
見
募
集
等
を
通
じ
て
議
論
を
深
め
て
い
く
。
ま

た
、
県
内
外
の
公
共
図
書
館
の
整
備
事
例
に
つ
い
て
立
地
場

所
や
規
模
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
等
を
調
査
し
、
今
後
の
構
想
策

定
に
向
け
た
課
題
等
の
検
討
整
理
を
し
て
い
く
。

◆
安
宅
新
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
（
対
象
面
積

32
h
a
）
に
つ
い
て
は
、
事
業
費
50
億
円
で
臨

空
エ
リ
ア
を
整
備
す
る
も
の
で
あ
る
。
空
港
の

民
営
化
、
第
２
滑
走
路
の
整
備
は
、
同
土
地
区

画
整
理
事
業
の
成
功
の
た
め
不
可
欠
と
考
え
る
。

空
港
の
民
営
化
等
に
つ
い
て
は
、
国
交
省
が
空
港
民

営
化
の
可
能
性
を
探
る
た
め
、
空
港
施
設
の
資
産
調

査
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
結
果
を
基
に
県
で
は
、
小
松
空

港
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
委
員
会
等
で
協
議
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。
国
県
等
と
一
致
協
力
し
て
空
港
の
発
展
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

◆
粟
津
駅
関
連
で
、
２
千
万
円
の
予
算
が
付
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
趣
旨
、
及
び
今
後
の
展
開
は

本
年
度
は
東
西
連
絡
通
路
等
の
整
備
に
向
け
予
備
設

計
等
に
着
手
す
る
。
来
年
度
以
降
、
駅
西
広
場
の
整

備
、
駅
東
広
場
の
改
修
等
の
整
備
を
進
め
て
い
く
。

◆
F
―

35
A
の
小
松
基
地
配
備
に
つ
い
て
、
わ
が

国
の
防
衛
上
、
配
備
は
不
可
避
で
あ
る
と
考
え

る
。
ま
た
、
告
示
後
住
宅
の
防
音
工
事
は
長
年

の
懸
案
事
項
と
な
っ
て
い
る
が
、
今
後
の
見
込

み
は防

衛
省
は
高
い
能
力

を
有
す
る
F
―

35
A
を

速
や
か
に
整
備
し
、
国
の
防

衛
の
万
全
を
期
す
考
え
で
あ

る
。
告
示
後
住
宅
に
つ
い
て

近
畿
中
部
防
衛
局
に
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
本
省
と
調
整
し

て
い
く
と
の
前
向
き
な
回
答

を
得
た
。

代
表
質
問

一
括
質
問

会
派
自
民　
　

表　

靖
二
（
お
も
て 

や
す
じ
） 

議
員

学
校
給
食
無
償
化
問
題
に
つ
い
て

大きく変貌する小松空港


